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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部で景気に底入れの兆しが見られ始めたものの、世界同時不

況の影響を受け、依然として企業の設備投資の抑制や雇用情勢の悪化さらに個人消費の低迷が続き、厳しい状況で推

移しました。  

当社グループの主な取引先である半導体業界や半導体製造装置業界におきましては、半導体デバイスの需要が回復

基調となりましたが、価格低迷や大幅な在庫調整等の影響により、半導体メーカーの設備投資が抑制・削減される状

況が続いているため、本格的な回復までには時間がかかることが予想されております。 

こうした経営環境のもと、当社グループでは、前年度に実施した事業再編後の新しい体制のもとで原価改善ならび

に販売費・一般管理費の削減を図るとともに、営業販売活動の強化により受注獲得の取り組みを行ってまいりまし

た。 

この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は、取引先の投資抑制等の影響により38億67百万円（前年同期比

53.9％減）となりました。損益面では、売上高の不振により営業損失２億26百万円（前年同期は営業損失１億26百万

円）、経常損失２億39百万円（前年同期は経常損失１億45百万円）となり、また、特別利益56百万円を計上しました

が、四半期純損失１億87百万円（前年同期は四半期純損失１億65百万円）となりました。 

なお、当第２四半期連結会計期間（７月～９月）での売上高は23億35百万円、営業損失41百万円、経常損失45百万

円、四半期純損失47百万円となり、前四半期連結会計期間（４月～６月）に比べ、売上高や損益面は改善いたしまし

た。  

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①販売事業  

電子機器・機械装置の販売事業におきましては、半導体メーカーの投資延期や凍結等により、売上高33億16百万円

（前年同期比54.4％減）となり、また取引先からのコストダウン要請や売上の不振により、営業損失２億８百万円

（前年同期は営業損失33百万円）となりました。  

②受託製造事業  

電子機器・機械装置の組立等の受託製造事業におきましては、取引先からの受注の先送りやキャンセルが発生した

こと、連結子会社１社の事業を平成21年２月末日で休止したことの影響により、売上高７億30百万円（前年同期比

55.8％減）となり、また事業再編の実施により営業損益は、営業損失35百万円（前年同期は営業損失１億13百万円）

となりました。  

  

当社グループの当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億17百万円減少し、71億99

百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が１億39百万円増加したのに対し、売上高減少に伴う受取手

形及び売掛金が３億37百万円の減少等により流動資産が３億30百万円減少したことによるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ１億48百万円減少し、61億98百万円となりました。この主な要因は、長期借入

金の増加等により固定負債が２億82百万円増加したのに対し、仕入高減少に伴う支払手形及び買掛金、その他（事

業再編に伴う未払割増退職金の支払等未払費用の減少額等）の減少等により流動負債が４億30百万円減少したこと

によるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ１億69百万円減少し、10億１百万円となりました。この主な要因は、利益剰

余金が当四半期純損失により１億87百万円減少したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ15.6％から13.9％となりました。  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ６百万円増加（前年同期は３億70百万円の減少）し、16億88百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は２億11百万円（前年同期は５億77百万円の使用）となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純損失１億82百万円、仕入債務の減少額１億77百万円及びその他減少額２億38百万円（未払割増

退職金の支払等未払費用の減少額等）の減少要因があった一方、売上債権の減少額３億36百万円等の増加要因によ

るものであります。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報



（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は１億47百万円（前年同期は２億21百万円の使用）となりました。これは主として

定期預金の現金同等物からの預入期間変更による増加額89百万円及び定期預金の担保差入れによる増加額51百万円

によるものであります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は３億66百万円（前年同期は４億29百万円の増加）となりました。これは主として

短期及び長期借入金の純増額４億７百万円によるものであります。  

  

今後の連結業績につきましては、国内景気は、最悪期から脱しつつあると見られますが、世界経済の先行き不透明

感が払拭されないこともあり、全体的には依然として厳しい状況が続いており、また、半導体業界や半導体製造装置

業界におきましても、半導体メーカーの設備投資が引き続き抑制・削減されており、需要回復までには相当の時間が

かかるものと予想されています。 

 このような環境下、通期の業績予想につきましては、平成21年11月10日に発表した「業績予想の修正に関するお知

らせ」において、下記の修正をいたしました。 

＜ご参考＞ 

（平成22年３月期通期連結業績見通し）                    （単位：百万円） 

  

該当事項はありません。   

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算

において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

②固定資産の減価償却の算定方法  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

③税金費用の計算  

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  

  

該当事項はありません。   

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ）   11,600  95  55  45

今回修正予想（Ｂ）   10,000  △172  △197  △150

増減額 （Ｂ）－（Ａ）   △1,600  △267  △252  △195

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,115,153 1,975,820

受取手形及び売掛金 2,333,591 2,671,290

商品及び製品 343,049 344,430

仕掛品 27,979 20,551

原材料及び貯蔵品 104,161 117,648

未収還付法人税等 612 87,542

その他 42,879 81,970

貸倒引当金 △3,115 △3,971

流動資産合計 4,964,311 5,295,281

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,111,902 1,111,902

その他（純額） 401,954 425,038

有形固定資産合計 1,513,857 1,536,941

無形固定資産 18,877 18,590

投資その他の資産   

その他 715,397 678,257

貸倒引当金 △12,671 △11,677

投資その他の資産合計 702,726 666,580

固定資産合計 2,235,460 2,222,111

資産合計 7,199,772 7,517,393

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,405,698 2,583,675

短期借入金 － 30,000

1年内返済予定の長期借入金 965,483 843,450

未払法人税等 5,484 4,936

賞与引当金 236 1,900

事業再編損失引当金 2,791 14,600

その他 175,265 507,012

流動負債合計 3,554,958 3,985,573

固定負債   

社債 － 40,000

長期借入金 2,065,383 1,749,973

退職給付引当金 465,994 466,102

長期未払金 96,443 96,443

その他 15,530 8,637

固定負債合計 2,643,351 2,361,157

負債合計 6,198,310 6,346,731



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 389,928 389,928

資本剰余金 322,078 322,078

利益剰余金 304,738 491,977

自己株式 △28,254 △28,254

株主資本合計 988,489 1,175,729

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 12,972 △5,067

評価・換算差額等合計 12,972 △5,067

純資産合計 1,001,462 1,170,662

負債純資産合計 7,199,772 7,517,393



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 8,386,481 3,867,279

売上原価 7,664,165 3,523,353

売上総利益 722,315 343,926

販売費及び一般管理費 848,590 569,953

営業損失（△） △126,274 △226,026

営業外収益   

受取利息 4,472 2,414

受取配当金 2,087 1,692

仕入割引 3,783 1,390

助成金収入 － 9,242

その他 7,549 10,981

営業外収益合計 17,892 25,722

営業外費用   

支払利息 32,054 36,350

その他 4,847 2,682

営業外費用合計 36,902 39,032

経常損失（△） △145,285 △239,337

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 2,450

役員退職慰労未払金戻入益 － 53,362

その他 － 1,186

特別利益合計 － 56,998

特別損失   

減損損失 43,670 509

特別損失合計 43,670 509

税金等調整前四半期純損失（△） △188,955 △182,847

法人税等 △23,758 4,391

四半期純損失（△） △165,196 △187,239



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △188,955 △182,847

減価償却費 44,070 26,511

減損損失 43,670 509

貸倒引当金の増減額（△は減少） △160 137

賞与引当金の増減額（△は減少） △36,655 △1,664

退職給付引当金の増減額（△は減少） 27,965 △108

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △177,754 －

長期未払金の増減額（△は減少） 179,484 －

事業再編損失引当金の増減額（△は減少） － △11,808

受取利息及び受取配当金 △6,559 △4,107

支払利息 32,054 36,350

役員退職慰労未払金戻入益 － △53,362

売上債権の増減額（△は増加） △215,825 336,705

たな卸資産の増減額（△は増加） △28,832 7,438

仕入債務の増減額（△は減少） △171,370 △177,976

その他 49,563 △238,597

小計 △449,303 △262,820

利息及び配当金の受取額 6,253 4,325

利息の支払額 △31,670 △37,083

法人税等の支払額 △103,190 △2,499

法人税等の還付額 － 86,930

営業活動によるキャッシュ・フロー △577,910 △211,147

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △190,155 △89,453

定期預金の払戻による収入 38,669 －

担保預金の預入による支出 － △51,941

有形及び無形固定資産の取得による支出 △52,596 △1,557

有形固定資産の売却による収入 1,529 －

投資有価証券の取得による支出 △1,545 △1,586

投資有価証券の売却による収入 － 174

その他 △17,799 △3,576

投資活動によるキャッシュ・フロー △221,899 △147,940



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 515,000 －

短期借入金の返済による支出 △495,000 △30,000

長期借入れによる収入 900,000 1,360,000

長期借入金の返済による支出 △379,284 △922,556

社債の償還による支出 △60,000 △40,000

リース債務の返済による支出 － △1,410

自己株式の取得による支出 △571 －

配当金の支払額 △50,702 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 429,440 366,033

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △370,366 6,938

現金及び現金同等物の期首残高 2,806,376 1,681,078

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,436,010 1,688,016



 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

   

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

   

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
販売事業
（千円） 

受託製造事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  7,216,773  1,169,707  8,386,481  －  8,386,481

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 57,719  483,830  541,549 (541,549)  －

計  7,274,492  1,653,537  8,928,030 (541,549)  8,386,481

営業利益又は営業損失（△）  △33,711  △113,437  △147,148  20,874  △126,274

  
販売事業
（千円） 

受託製造事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  3,313,608  553,670  3,867,279  －  3,867,279

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 2,723  176,785  179,509 (179,509)  －

計  3,316,331  730,456  4,046,788 (179,509)  3,867,279

営業利益又は営業損失（△）  △208,153  △35,493  △243,646  17,620  △226,026

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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